












〔目的〕 

JRA や SLE などの自己免疫疾患では,多様な免疫学的異常が根底にあり,その結果としてリ

ウマチ因子や抗核抗体などが出現してくる。免疫学的恒常性は,異なった細胞間,とりわけ

T 細胞によって調節されており,JRA や SLE では,その疾患に特異的ではないにしろ,T 細胞

サブセットの異常が報告されている 1)。今回私達は2色螢光抗体法を用いて,T 細胞のうち

suppressorinducer 細胞の割合の異常が認められるかどうか ,また HLR-DR と

interleukin-2receptor を用い,T 細胞の活性化が in vivo ですでにおこっているかどうか

検索した。 

また,B 細胞に関しても,SLE では活性化がおこっていると報告されているが 2),JRA でも同

様な活性化がみられるかどうか,免疫、グロブリン産生能をみることにより検討することを

目的とした。 


